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ちむどんどん５０+　Vol.６
　　　　　　　　　　　　～年末年始特大号！？～
１２／１１（日）　訪問の家後援会主催「ふれあいまつり」
　訪問の家後援会主催の「ふれあいまつり」は、今年で５回目となる。Ｈ１８年より後援会会長をお引き受け下さっている池森賢二（株）ファンケル名誉会長のご尽力により、「ふれあいまつり」は、ファンケルさんの新入社員の研修の一環と位置づけられ、人事部の方々が会の企画運営に、ほぼ全面的に携わってくださっている。地域の方に訪問の家のことをもっともっと知っていただくこと、それと同時に、地域の皆さんにもステージパフォーマンスへの出演や、コンサートや講演を聞いていただき、地域への恩返しになれば･･･、との思いも込められている。
[image: image2.wmf]　ファンケルの社員さんたちは皆さん笑顔で、颯爽とあちこちに目を配り、気を配りしながら動いていらした。半年以上前から、一緒に準備をさせていただいた訪問の家の若手スタッフにとっても、いろいろな意味で良い勉強になり、刺激になったようだ。「ふれあいまつり」という催しを企画運営してくださることは、もちろん本当にありがたいことなのだが、それ以上に、福祉とはまた違う世界にいる皆さんの、明るく誠実な、時に厳しさも乗り越えながら働く姿に触れられることは、貴重なことだと思っている。金原亭馬治さん馬吉さんの落語もよかった。笑って笑って最後にほろっとさせる、引き込まれる話しぶりは、さすがです！！　ご出演くださった皆さん、ご来場くださった皆さん、裏方をガッチリ支えてくださった皆さん、盛り上げてくださったすべての皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです！！
１２／１５（木）　ファンケルさんよりお呼ばれ「お食事会」
[image: image3.wmf]　毎年この時期に、ファンケルさんの栄区飯島の社屋にご招待いただくお食事会は、もう２０年以上続いている。朋、集、径、連のメンバー、家族、スタッフが数名ずつ、総勢７０名程でお邪魔させていただく。毎回食べきれないほどの、おいしい心づくしのお料理、クリスマスケーキ、女性メンバーはメイクを、その他楽しいプログラムを考えてくださっている。メンバー一人一人に、社員さんがついて食事介助も含めいっしょに過ごしてくださる。この会へは、社員さんの中から希望する人が参加されるのだそうだ。ここでも社員さんたちの優しさ、明るさ、丁寧さに脱帽する。池森名誉会長、宮島会長、成松社長他、役員の皆さんも集まってくださるのだから、訪問の家は、つくづく幸せな法人だと思う。そして、今年も全国のファンケル社員の皆さんから、３００枚を超えるクリスマスカードが、壁一面に飾られていた（終了後そのままいただける）。一つとして同じカードはないオール手づくり。私たちは日頃、“心を込める”ことを大切と思いながら仕事をしている。時間に追われ、やらねばならないことに追われ、心をこめることをおろそかにしてしまうことが
あるのではないか…、心のこもった時間は、背筋を伸ばすひとときともなる。
いろんな意味で本当にありがたいです。
１２／１８（日）　ＷＯＧチャリティコンサート

　朋・開所の時から、いや正確には開所する少し前から、朋を応援してくださっていた桂台にお住まいの方々のボランティアグループ“わかくさの会”は、朋の１年目から数年間、年に１度のチャリティコンサートを朋ホールで開催してくださっていた。出演者さがし、交渉、チケットの販売、隣の桂台中学校から借りた椅子を並べる会場設営から、当日の会場係等々すべてを、元気はつらつの主婦パワーでしなやかにこなす姿を、まだ若かった私は、あこがれつつ、あっけにとられて見ていたと思う。以来、長い間お付き合いいただいている。みなさん歳を重ね、第一線からは退かれるということで、旧わかくさの会は活動を終了し、「Ｗ（わかくさ）ＯＧ」というグループの形だけが残された。（現在のわかくさの会は、当時とはちがうメンバーです）
　そのＷＯＧの方々から、「久しぶりに朋でチャリティコンサートをやりませんか」と声がかかった。久しぶりに訪問の家への応援と、東日本大震災で被災した方々に何かできることを、とのことだった。それならぜひ、親しくしている「仙台つどいの家」への応援を！と、今回のチャリティコンサートが実現した。出演は、ボランティアとして長く朋に関わってくださっているピアニストの元山さんと、様々な楽器を使うアーチストとして活動されている駒澤さんのお二人。同じ日に区内のイベントが重なるなど、お客さんの入りは当日まで心配されたが、席もほぼ埋まりコンサートもとても楽しいものとなった。終了後、会場を後にするお客さん方は皆さんにこやかで満足気だった。来場者のご案内や、チケットのチェックや･･･、会場でこまごまと気を使われているＷＯＧの方々の姿が、懐かしくもあり、２０年以上前と同じ所作、立ち居振る舞いがまるっきり変わっていなくて、みんなで笑ってしまった。そして、なんだかジーンとした。「誰かのために何かしたい」と集まってくださる方々と、こんなに長く親しくさせていただいていることがうれしい。コンサートの収益と義援金箱のお金１１万円を、さっそく「仙台つどいの家」へ送った。私の心があたたかくなった気がする･･･。
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１／１０（火）　後見的支援事業「とんぼ」報告会
　「横浜市将来にわたるあんしん施策」の新規事業の一つとして、Ｈ２２年１０月から市内４区先行で事業を開始した『後見的支援事業』。訪問の家では、名称を「とんぼ」（グラウンドをならす道具のアレ）とした。この日、ほぼ１年間の活動報告会が行われ、栄区地域部会（自立支援協議会）のメンバー他、障害関係の職員、当事者、家族等が集まった。この事業は横浜独自の取り組みで、手本もなく、携わる誰にとっても手探りの仕事だ。障害のある人を地域で見守る人的支援体制を構築するもの。登録者（障害のある方）を定期的に訪問するあんしんサポーター、近隣の人など本人の極身近な方にボランタリーなあんしんキーパーとなっていただく。そしてサポーター、キーパーを含め、事業全体を取りまとめるのがあんしんマネジャーと法人の事業担当者ということになる。
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　一年を終えての報告会は、あんしんサポーターを中心に準備され、登録されている本人や家族の思い、この事業を受けた感想などが報告された。どこにも関わっていなかった方のお母さんからの「一人じゃない」と感じているという主旨のメッセージなどが紹介された。“あんしん”は目に見えない。この事業の成果は、５年後、１０年後にこそ見えてくるのかもしれない。せっかく始まった新しい事業を、ぜひとも有意義なものに！という区内の福祉関係者の思いと、何よりも、出会った人にまず寄り添おうとするスタッフの誠実さを感じることができた。あんしんキーパーの芽生えなど、誰もが暮らしやすい地域づくりに向け、まだまだ期待を秘めた事業だ。２年目こそ真価が問われる。しっかりやっていこう。　
１／１１（水）　多機能型拠点地鎮祭

　「横浜市将来にわたるあんしん施策」のもう一つの目玉である、「医療的ケアを要する障害児・者の地域生活支援のための多機能型拠点（仮称）」。約１年前、その第１号を訪問の家が運営できることに決まり、建物の設計などを進めてきた。年明けから、いよいよ工事が始まる。
[image: image7.wmf]　訪問の家の願いは、どんなに重い障害があっても、地域でいろいろな人と出会い、関わり合い、互いに影響を与えあって、社会の一員として生きることだ。この多機能型拠点が、また一歩、その実現に大きく近づくものになると信じている。建物は、数ヵ月後にはその姿を見せることになるだろう。ソフト面･･･、どうやって魂を込めるかは、これからの半年が勝負！！　いよいよだ。
１／１３（金）　さんぽみち一周年と新年の会

　平成２２年１１月にリニューアルオープンし、一年が経過したさんぽみち。この間お世話になった皆さんをお招きし、ささやかな新年の会を行った。この一年、ふれあいショップ事業という訪問の家としては決して得意とは言えない分野で悪戦苦闘する中、本当にたくさんの方の応援を頂いてきた。ギャラリーに作品を展示してくださった方、小箱ショップのオーナーさん、毎週水曜日に喫茶コーナーでミニコンサートを行ってくださる栄ソリスティさん、その他のイベントにご出演くださった皆さん、窓の外の花壇をステキな景色につくり替えてくださった鬼塾さん、その他さまざまな形でさんぽみちを盛りたててくださった皆さんが一堂に会した。栄区長からは「ホッと一息つきたい時、さんぽみちに来ます。人と人が交流できる大切な場所」とのごあいさつをいただいた。私は、普段なかなかごあいさつできない方なるべくお一人ずつとお話させていただいた。皆さん趣味として長く続けてこられたことや、コツコツと腕を磨いてこられたことを、ここで発表できるのを喜んでくださっていた。皆さんの得意なことでさんぽみちを盛りたてていただき、そうしてさんぽみちで新たな出会いが生まれ、つながりがひろがっていくことこそ、さんぽみちの存在価値なのだと思う。最後にケアホームアレグリアで暮らす店員の高崎さん（さんぽみちで働く前は集に通っていた）が、メッセージを読んだ。「これからもしっかり働いて、お花を買い、お母さんのお墓参りに行きたい」と。ここに来ると誰もがホッとでき、イキイキできる、さんぽみちがそんな場になりますように･･･。皆さんの思いが集まったような会になりました。皆様、今年もどうぞごひいきに！！
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新年・お祝い事盛りだくさん！！

[image: image9.wmf]　成人を迎えられた方、朋ー３人、集－１人、連―６人。朋でＷ２０（４０歳）のお祝いをされた方３人。径には還暦のお祝いの方が１人いらした。数年一緒に過ごしてきて（長い人は２２年）、節目の年を共にお祝いさせてもらえる幸せを、しみじみと感じている。一人一人、様々な経験を味わい、時には乗り越えてきた道の先に、他の誰とも変えることのできないその人がいる･･･。成人を迎えられた方のお母さんの一人は、「あなたの笑顔に励まされてここまで来れました。ありがとう。」とメッセージを読まれた。ご本人と家族の道のりを感じさせてもらえる貴重な機会でもある。「私たちもいっしょに歩いていかせてね。これからも･･･。」それぞれの事業所のメッセージも伝わってきた。その人なりの、その歳なりの花を咲かせていきましょう。私たちは精一杯応援していきます。
～年始に思う～
　暮れに思いがけず体調を崩した。年末年始はおとなしく過ごした上、今年の目標を「健康管理」「休み休みいく」とした。おかげでこの「ちむどんどん」も、２ヶ月まとめての発行に。それにしても、２か月分の法人内の動きだけでも、まだ書ききれない。実は１月中に、栄地区７カ所目のケアホームがスタートしている。入居者の中には、医療的ケアが必要な人や、径の相談室が関わっていた人がいたり、訪問の家としては初めての平屋の建物であったり･･･等々、入居者の話し合いで「ハイビスカス」と命名されたこのホームは、訪問の家のこれからのホームのあり方、生活支援のあり方を方向づけるホームになると感じている。（ハイビスカスについては、改めて詳しく紹介しますね）　何はともあれ、入居された人たちにとっては、期待と不安が入り混じった新生活のスタートだろう。最も緊張して新年を迎えた人たちかもしれない。

　やらねばならない仕事に向かいつつも、お一人お一人の人生の節目、門出に心寄せながら、じっくり進んでいきたいと思う。
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毎日寒いですね。雪も心配。地震はもっと心配･･･。何かと不安が多い日々、心温まるひとときを求めて、みんなの笑顔に会いに行きます。　　　　　

　平成２４年１月３０日　　名里晴美
